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第４章、保守王国青森県の核燃施設反対運動 
―1989 年参議院選と 91 年知事選― 
 
藤本 一美 
（専修大学名誉教授） 
 
 青森県の六ヶ所村において、過去 40 年以上促進されてきたむつ小川原開発の推進と核燃料サ
イクル施設の建設は、県民にとって重大な課題でその推進と建設の経緯については、多面的な
視点から検討されるべきである。 
 新全国総合開発計画の一環として、1969 年 5 月、むつ小川原開発の構想が登場。それは、高
度経済成長の夢を極限にまで追求したもので、骨格は、全国各地に数カ所の巨大な工業基地を
立地するとともに、新幹線や高速道路などの高速交通体系を構築するというものだ。青森県は、
新全総の巨大開発計画を熱心に推進、1970 年 4 月には陸奥湾・小川原湖開発室（後に開発公社）
を設置した一方、政府レベルでも、71 年３月に関係８省庁からなるむつ小川原開発総合開発会
議が発足、経団連、電力会社を中心に開発を進めた。 
 その後、むつ小川原開発計画は国際的経済環境の変化により、石油コンビナ―ト誘致はゆき
づまり、代わりに、1980 年代以降、核燃料サイクル施設の立地が具体化してきた。核燃料サイ
クル施設は当初、工場中心という計画で促進されてきたが、その性格は放射性廃棄物処分場へ
と変容してしまう。 
 1984 年 4 月、核燃料サイクル施設を青森県の六ヶ所村に立地するという計画が、政府・電力
業界から発表された時、村長、村議会、住民から大きな反対の声が生じた。県当局は立地を受
諾するよう世論と住民に働きかけ、住民投票という方法で賛否を問うべきだとした提案も、県
レベルと村レベルで退けられた。 
 しかし、県内外からの支援で、原発や核燃料サイクル施設の建設・操業に反対する運動が生
じ、それが核燃反対運動と結びつく。核燃問題は、むつ小川原開発問題以来の歴史を有し、核
燃反対運動とむつ小川原開発反対運動も連続している。ただ、正確にいえば、核燃反対運動と
呼ぶのがふさわしいのは、84 年に核燃施設の立地問題が表面化した以降のことだ。 
 原子力発電所の建設反対運動は、閉鎖的で硬直的な政治過程と原子力政策のもとで、建設が
国策として行政を抱き込んだ形で推進、だから、反核燃反対運動も困難な過程をたどった。青
森県では、1984 年以降、核燃反対運動が全県的な高揚を見せ、農業従事者を中心とする核燃反
対運動の勢いは、1989 年の参議院選、90 年の衆議院選において、反核候補者の当選に結実した。
ただ、それには一定の限界が見られ、91 年の知事選では、反核候補が敗退した以降、世界的に
－ 16 － 
反原子力運動が停滞ぎみの傾向も手伝い、青森県の核燃反対運動も停滞を余儀なくされる。そ
の直接的契機は、県の災害復興事業であった。核燃施設の操業を阻止しうる最大の機会は、91
年の知事選であったが、知事選での敗北後、操業開始を阻止できる機会も、ウラン濃縮工場・
低レベル放射性廃棄物埋設センターについては小さくなる。 
 核燃反対運動が最も高揚したのも、1987 年から 1991 年の時期であり、その中心は農業従事
者であり、全県的な規模で県当局の基本政策に正面から反対した最初の抗議運動として、核燃
反対運動が高揚した。1989 年 7 月の参院選では、反核燃運動を指導した社会党の三上隆雄が勝
利、また続く 90 年の衆議院選での社会党候補２名の当選は、核燃反対運動の県レベル全域への
浸透ぶりを象徴するものであった。国政選挙では、20 万票の壁を突破、核燃反対を有権者に訴
える格好の機会となった。しかし、翌 91 年の知事選では、自民党・電力会社が巨額の選挙資金
を投入、その結果、核燃反対運動の金沢茂・候補は、北村正哉知事の前に敗退、核燃反対運動
も急速に衰えていく。 
 県知事選が核燃反対運動の大きな分岐点だといわれるのは、知事は核燃立地に協力する内容
の協定を結んだ当事者であり、協定を破棄できる権限を有しているからだ。原発関係の事業者
は協定を破棄されたら事業を進めることは困難と認識、それを実行できる知事職の奪還こそが、
反核燃運動派にとって、究極の目標だった。核燃反対運動が選挙戦中心の運動にならざるを得
なかったのは、核燃建設を阻止しうる現実的可能性が、手続き的には 1985 年 4 月、県知事、六ヶ
所村村長が事業者側と結んだ立地基本協定を破棄することしかなかったからである。 
以上、保守王国青森県の開発行政の実態を明らかにした上で、核燃反対運動派が全力を注い
だ 1989 年の参院選での勝利、91 年知事選での敗退の要因を検証した。 
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